
月日 月　　日 月　　日 月　　日 月　　日 月　　日 月　　日 月　　日 月　　日 月　　日

手術前日 　手術当日 産後１日目 産後２日目 産後３日目 産後４日目 産後５日目 産後6日目

目標
・手術に対する心身の準備ができ
る。

・安全に手術を終えることができる。
・子宮復古不全を起こさず全身状態が落ち着く。

・食事ができたら
点滴を終了しま
す。

・医師が硬膜外麻
酔のチューブを抜
去します。

処置　検査
（お母さ
ん）

・検温（体温、脈拍、呼吸、血
圧測定）、身長・体重測定をし
ます。
・胎児心拍モニターをします。
・手術前の採血、胸のレントゲ
ン、心電図がまだの方は検査し
ます。
・恥骨上部の剃毛を行います。
・血栓予防のための弾性ストッ
キングのサイズを測ります。

・手術前に胎児心拍モニターをします。
・手術前に弾性ストッキングとお産ショーツを着
用してもらいます。
・手術後膀胱に管が入っています。
・お部屋に戻って直後、30分、1時間、2時間後
は、看護師が検温し、出血量の確認をします。
・創部が痛い、出血が流れる感じ、気分が悪いな
ど、気になる症状があればナースコールを押して
下さい。

処置　検査
（赤ちゃん）

・準備として、お産セットの中
にある紙オムツとおしり拭き、
ご用意いただくティッシュ1箱
をNICUへ預けます。

・手術室でお母さんと面会した後、NICUでお預か
りします。胎外生活に適応できているか観察、検
温をします。
・30分以内に点眼を行います。
・体重、身長、頭囲、胸囲の計測をします。
・母児共に状態が安定していたら、お部屋で赤
ちゃんと面会できます。
・新生児メレナ予防のためビタミンK2シロップ
2mg与えます。

・聴力検査
・先天性代謝異
常検査（採血
・ビタミンK2シ
ロップ4mg投与

・清拭をします。 ・硬膜外麻酔の
チューブを抜いた
らシャワーに入れ
ます。

食事 ・入院当日は普通食です。
・麻酔科医の指示があります。
（　　　　時から絶食です。）
（　　　　時から絶飲食です。）

患者様及
びご家族
への説明

・主治医が手術の説明をしま
す。
・麻酔科医が麻酔の説明をしま
す。
・看護師が入院の流れについて
説明をします。

入院時の
必要物品

平成29年10月改訂版　琉球大学医学部附属病院　周産母子センター

（患者様用）　　　　帝王切開術
　　　　　　　　　主治医： 受け持ち看護師：

・お産後は、母乳栄養の観点から3 日間ご飯がお粥になります。朝は豆乳が付きます。
・産後1回のみ（火曜日または土曜日の夕食）お祝いご膳の食事がでます。
※治療食以外は制限ありませんが、乳房の張りが強い時は甘いもの（ジュース・ケーキ
類）は控えて下さい。
※プルーンやヨーグルトなど排便を促す食品を摂るよう心がけて下さい。

※手術中、ご家族の方はエレベーターホールでお待ちいただきます。赤ちゃんが手術室から出てくるときに面会ができます。
赤ちゃんは、NICUへ入室しますので、面会後、赤ちゃんの入院手続きをお願いします。
・入院中に出生証明書が渡されます。また、個室に入った場合、個室（特別）室使用承認願いを書いていただきます。
・産科医師により、朝8時前、夕17時頃、回診があります。金曜日は午後2時半から教授回診があります。回診の際はお部屋でお待ち下さ
い。

琉球大学医学部附属病院
周産母子センター　産科
ＴＥＬ　098-895-3331　内線
3410

・バスタオル　２枚　　　　・ナプキン　２～３個
・タオル　２～３枚　　　　・洗面用具、下着類
・ストロー、コップ１個　　　＊ローソンで購入できます。
※入院時に、お産セットをお渡しします。
・入院時には問診表・内服しているお薬を必ず持参して下さい。
・マニキュアなどは落としておいて下さい。

＊保険，診断書等の書類は2階の診断書受付窓口へ提出して下さい。
・任意保険加入者は、その請求書を2階専用窓口に提出して下さい。

＊入院費の概算は約38万円です
（ベビー含む）。
個室料金や処置、出生時間によ
り前後しますのでご了承下さ
い。　　　　※個室（特別室）
代金1日6480円（税込）

・検温（体温、脈拍、呼吸、血圧測定）、子宮復古状態の観察をします。
・朝食前の体重測定をお願いします。
・保健指導（授乳、産褥、育児、沐浴、家族計画）があります。
・メンタルシートの記入（産後1日目の夜から毎晩、寝る前に）をお願いします。
※疲労や不安の解消に役立ちます。
・退院日までに血液検査、尿検査があります。
・退院前または退院日に、医師による退院診察があります。

【退院について】
※分娩後7日目（経産婦さんは6
日目可）で退院となりますが、
状態により延長となることがあ
ります。
・退院指導、１カ月健診の受け
方について説明があります。
・母子手帳、次回外来予約票、
診察券をお渡しします。

※母児ともに状態が安定していたら、一緒のお部屋で過ごします。
・検温（体温、心拍、呼吸数の測定）、黄疸チェック、全身の観察をし
ます。体重測定をします。
・沐浴（※生後2日目以降）をします。
・赤ちゃんの体重や尿便回数をみて必要に応じ搾乳やミルクを足すこと
もあります。
・黄疸で眠りがちになることがあるので時間があく時は起こして授乳し
ましょう。

・退院診察
・退院時用に、ベビーの洋服を
ご準備下さい。

活動
安静度
保清

・自由です。
※病棟外に出られるときは、看
護師へ声をかけて下さい。
・シャワーに入れます。

・手術後はﾍﾞｯﾄ上安静です。
・体の向き換えは看護師がお手伝いします。
・ベッドの上では寝返りをしたり足を動かしても
構いません。
・看護師がナプキン交換を行います。

・毎日シャワーに入れます。
・産後悪露がありますので、感染予防のため、ト
イレの時はナプキンをこまめに換えて下さい。

≪注意事項≫
・退院後は無理のないよう日常
生活を送りましょう。
・出血が多くて止まらない、下
腹部の痛みが強いなど何か異常
がありましたら、いつでも病棟
へご連絡下さい。
・自宅での育児でわからないこ
とや心配なことがあれば、いつ
でも病棟へご連絡下さい。

・手術後、初めは看護師と一緒に歩きます。ふらつき等なく歩ければ、膀胱の管を抜きま
す。尿意がない時は、3～4時間毎にトイレに行きましょう。尿が出せない時は声をかけて
下さい。

産後7日目

・合併症を起こさず、疼痛緩和できる。
・ベット離床ができ、母児同室ができる。

・育児に慣れ、赤ちゃんと過ごせる。
・落ち着いて授乳が出来る。

・予定通り退院できる。
・退院後健診について理解できる。

薬剤
・外来で処方された薬の確認を
します。

・手術前に点滴を開始します。
・手術後は、背中からの痛み止め（硬膜外麻酔）
を持続的に使用します。痛み止めの注射や座薬も
使用できます。
・抗生剤の注射があります。

・お産後、痛み止めの処方があります。必要時その他の処方もできます。 ・退院時に必要な薬があれば早
めに医師に申し出て下さい。
※退院は午前中でお願いしま
す。


